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柾葺き固定用釘の仕様について 

 

1. はじめに 

柾葺き固定用釘について、昭和 62、63 年の保存修理の際は長さ 3.6～30 ㎜の長さの

竹釘を使用していたが、屋根の耐震補強に伴い、構造用合板を施すため竹釘が固定され

ず折れてしまうため、今回の保存修理ではステンレス製の釘を使用することで計画し

ている。 

令和 5 年度の実施設計では釘の形状としてスクリュー釘が抜けに対して通常の丸釘

よりも強度が高いことと、専門業者にも聞取りを行い採用する計画としていた。（令和

6年 2月 16 日第 3回検討委員会資料 4参照） 

しかし、専門業者よりスクリュー釘にて柾葺きを固定した建物について、釘が浮く事

象が発見されたため、丸釘としたい旨の提案があったため改めて整理し、釘の仕様を決

定する。 

 

2. 釘の仕様について 

1) 釘の材質 

柾葺き固定用の釘としては、杮葺き、檜皮葺きなどの工法と同様に竹釘が用いら

れているが、柾葺き材の下地の状況等も加味し以下の材質の比較検討を示す。 

 

材質 竹製 ステンレス製 鉄製 

考察 

杮葺き、檜⽪葺き等

の⽊製の屋根葺き材

の固定に⽤いられ

る。 

当該⼯事では、耐震

補強のため屋根に構

造⽤合板を施工する

ため、⽵釘が貫⼊し

ない。 

 

耐候性があり、屋根

材固定に適している

が、⽊材の乾燥収縮

により保持⼒が低下

する恐れがある。 

耐⽤年数を考慮した

場合、本⼯事に適し

ていると考えられ

る。 

耐候性は劣るが、腐

⾷による膨張による

⽊材への固定強度が

期待できる。 

耐⽤年数を考慮した

場合、腐食等による

断面欠損が懸念され

る。 

評価 × ○ △ 

備考 

竹釘の現状 

仕様は 8分以上、納期

は本数によるが数カ

月必要 

  

上記より、釘の材質としてはステンレス製が望ましいと考える。 

表 1 釘の材質比較検討 
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2) 釘の形状 

釘の形状について、下表により比較検討を行った。 

 

形状 丸釘 スクリュー釘 スクリング釘 

特徴 

一般的な釘の形状で

ある。 

丸釘の胴の部分にネ

ジのような溝が切ら

れている釘であり、丸

釘よりも引抜力に長

けている。 

釘全体もしくは一部

にリング状の窪みが

あり、スクリュー釘の

ように回って抜けよ

うとする方向に対す

る窪みが引っ掛かり

抵抗する。 

参考

図 

   

考察 

柾葺き固定のため使

用した実績もあり、長

さの種類も豊富であ

り施工に適した選定

が容易である。 

丸釘よりも引き抜き

に対する抵抗は期待

できるが、柾材の 1枚

の断面厚も薄いため、

スクリューの掛かり

代も小さいため、効果

が最大限期待できな

いと思われる。また、

抜ける事象も発生し

ている。 

スクリュー釘よりも

引き抜きに対する抵

抗が期待できるが、ス

クリュー釘同様に効

果が最大限期待でき

るか懸念される。柾葺

きに使用した実績は

ない。 

評価 ○ △ △ 

備考    

丸釘より引き抜き抵抗が期待できる形状の釘の方が望ましいが、施工する専門業

者の要望、聞取りにおいて、スクリュー釘が浮く事象も発生しているため、近年、

柾葺きでの使用実績がある丸釘を使用することが望ましいと考える。 

 

3. まとめ 

 専門業者からも丸釘を使用したい旨提案があったことと、使用実績もあるため柾材を固

定する釘はステンレス製の丸釘とする。 

表２ 釘の形状比較検討 


